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と呼ばれる (Abassian et al., 2020; Barbosa, 2006; 
Kaiser, 2017)．生徒達は，数学を通じて彼らの現実を
構造化することになる (Skovsmose, 2019) ので，生徒
達が，社会における数学の有用性と限界を意識するこ
とは，数学的なエンパワーメントとして重要であると
言えよう (Skovsmose, 2006)． 
他の数学的モデリングの視座が多くの場合は，モデ
リングのサイクルを強調する (Blum & Leiß, 2007; 
Czocher, 2017, 2018) のに対して，社会批判的モデリ
ングは，そのサイクルを強調しない．むしろ，批判的






いる段階である (例えば，Araújo & Campos, 2015; 
Uegatani et al., 2020; Villa-Ochoa & Berrío, 2015)． 
（2）真正性 
数学教育において，「真正性」は，実に多様な意味で
用いられている．Weiss ら (2009) は，現実世界に対
する本物感 (AMW)，学問数学に対する本物感 (AMD)，
数学者の実践に対する本物感 (AMP)，生徒自身にとっ
ての本物感 (AMS) という 4 種類の真正性を指摘して


























問題に取り組んだのは，おそらくは Stengel (1997) で
ある．Stengel (1997) は，教科と親学問の関係性につ
いてのあり得る立場として，次の 5 つを提起した． 
[1] 親学問と教科は本質的に連続的である． 
[2] 親学問と教科は基本的に不連続である． 





















ある」(Stengel, 1997, p. 600) と述べているように，
どの立場からカリキュラムを構成しようとするかの明
示化が重要なのだという． 






































































































































































































化が生じる (Jablonka & Gellert, 2007)．社会が，高
度にブラックボックス化された数学によって支えられ











































































ったとしても，底辺 BC に平行で点 A を通る直線を引
くことができるから」という解答になるであろう． 
























































最初に 𝑥 分走った場合に 8 分ちょうどで移動
できるとすると， 
200𝑥 + 80(8 − 𝑥) = 1000 
であるから，これを解いて， 



































あるいは，「1 次不等式と 1 次方程式を直接対比し





最初に 𝑥 分走ったとして，8 分ちょうどで 1km
以上移動できるなら，1km を 8 分以内に移動した
ことになるから， 








1km の道のりを，初めの何分かは分速 200m で走
って移動し，次の何分かは分速 150m で走り，残















































































ており，Wing (2006) の Computational thinking 論
が情報学教育の要になると考えられている  (山崎 , 
2015)．数学教育における Computational thiking 論
も少しずつ展開されては来ている (上ヶ谷 et al., 2019; 
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